
� ��

理科教育に関する様々な調査や理科教育を取り巻く状況から、児童生徒の「理科離れ」への懸念が指摘さ

れ、文部科学省は、理科教育の推進事業として、理数大好きスクール、スーパーサイエンスハイスクール等

の事業を打ち出した。本県科学技術会議の答申（平成13年12月）においても、将来の科学技術振興を担う人

材育成を図ることが喫緊の課題であると指摘され、一山秀樹ら(2003)の調査でも、「児童生徒の「理科嫌い」

は学年が進むにつれて進行すること」「理科の観察・実験の指導に対して苦手意識を持つ教師は小・中学校で

８割近くになること」1)が明らかになった。 

本県教育委員会では、児童生徒の理科に対する興味・関心を喚起し、「理科好き」の児童生徒を育成する

観点から、小・中・高等学校における理科教育の推進方策の検討を行い、授業を改善するための教員研修を

充実させるとともに、児童生徒により多くの観察・実験にふれる機会を提供し、自ら学ぶ意欲や知的好奇心、

探究心を高めるため、平成15年度から「理科教育推進事業（いきいきサイエンス推進プラン）」を実施するこ

ととした。 

当所においては、本事業の中で、教員を対象に理科教育に係る授業方法等の研修を行う「観察・実験研修

講座」、および児童生徒により多くの観察・実験にふれる機会を提供する総合的な科学イベントとしての「サ

イエンスショー」の実施に取り組んできた。本事業のまとめに関しては別途報告書に整理するが、本稿では、

当所において３年間にわたり実施してきた本事業に係る取組の成果と課題を整理し、理科教育の充実のため

の方策について考察する。 
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